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ご'απ 鰍娩鯰
“
配ノ.の使用上の制約について
谷□ 千賀子
0。 しまじ礎鶏こ
フランス語の副詞については、これまでに、構文テストやバラフレーズによ
ってそれらをいかに分類するかという研究が盛んに行われてきた (1)。現在の
ところ、構文的特性から、副詞は文副詞 (adverbes de phrase)と構成素冨ll詞
(adverbes de constitttnt)の2つに分けられ、さらにそれらの意味や機能
によって下位区分されると考えられている。
構成素副詞の中には、一πθηιの形態をした、動詞をその意味の作用域とす
る様態の副詞 (adverbes de m面計e)が認められる。この 一πθηιの副詞は
一般に、ご物
“
η
“
姥″ (グノ。(2)0こ置き換えることができると言われている
が、常に両者が交換可能なわけではないようである。
一πθηιの副詞の使用例を観察すると、様態の副詞と分類されていても実際
には様態以外の意味を持つとみなされるものがある。たとえば、青井 (1997)
や Guimier(1996)は、以下の例の 鰍ア姥Jた滋 を結果を表す副詞と捉え、
ご勧
“
躍鵞危
“
勧び姥ノた では言い換えることができないと指摘している。
1)  Le policier a blessO ttOγιθJJθπθηι le manifestant。
*Le policier a bb摂過 ご'α ttαηグιγθ ηarせワJθ le rFanifennt。
(Guimier(1996),p。62)
このように、一πθηιの副詞が表す意味の違いによって、ご'α解 躍娩iンCグノ.
の使用に制約が生じるのではないかと仮定することができるだろう。
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本稿では、まず、これまでの記述において 一ηθηιの副詞 と ご'αηθ zα一
ηノOγθ αごノ.との関係がどのように捉えられてきたか概観し(1章)、次に
一zθηιの副詞の表す意味によって ご'αη ttИググθ α力.の使用に制約が
生じるのか考察する (2章、3章)。
1。 これまでの記述
ここでは、これまでの記述の中で示されている 一zθηιの副詞 と ご'αηθ
″て顔グ″θ″ノ。 との共起条件、およびその問題点を示したい。
一般に様態を表す ―πθηιの副詞は ご'α解 鰍鯛グ″θ αごノ.に置き換える
ことができると言われているが、一Zθηιの副詞が意味的に動詞にしか係らな
い場合にはこれらの置き換えはできない。
2)  Paul a frappO zOγιθノノθttθηι la victime.
*Paul a f]貶耳口ё ごθ /acOη / 綱αηグクγθ 爾りγ女ダた夕 la victime。
(Molinier (1990), p。36)
両者の置き換えが可能なのは、一Zθηιの副詞が動作主様態の副詞 (adve de
mniOre orientO vers le sujet)(3)として機能する場合である(4)。
3)  Paul a lu l'annonce αιιθηιグνOttOηι.
(=Paul a ёtt attentif,m bcture a ёtt a tentive)
Paul a lu li劉爾曖 ご'απ ttηノンθα核滋ノ″。(Guimけ(1996),
p.60)
しかし、動作主様態の副詞の場合にも置き換えが不可能であったり (Gui一
mier(1996),pp.60-61)、副詞が意味的に動詞にしか係らないにもかかわら
ず置き換えの可能なことがある (Molinier(1990),p。36)。
4) Pire mh mtt cοπρたノSα続 .
(=Pire a ё樋 ∞mplasnt,son mte a ё樋 ∞mplasnte。)
*?Pire mb伽接多ご'α23 7Zιη:ンe cOπつたノs滋.
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(Guimier (1996), p。60)
5)  Paul a lu ノγαgπκァ〕ιαグγθz〕〔了諺 la nOtice。
Paul a lu ごθ =鴫Oη / 肥 ηグOγθ/γαgπ:(ァ滋αグγθ la notice。
(Molhけ(1990),p。36)
また、一ποηιの形態が存在 しないために、ご'α解 躍
“
グシθ θヴノ.を用 い
るしかない場合もある。
6) EXЭliquez一rrloi oela ごt″7g ttηJιァθ ご0たFiJJと。
*Expliquez―moi cela αOιαグJJOzθηι。
7)  Elle danse ご'αη2 肥 ηiンθ Cttαγπκι7だθ.
*Elle danse cノカγ7Z〕Za磁.
さらに、我 々の確認する限 り、ご物
“
躍И捻
“
gttαた と ご'αηθ cθγ~
ιαlie ttИ
`ン
cは、様態の副詞 として用いられるだけではな く、文副詞 と
しても機能することがある。
8)  ''αηθ /αcοη gOηOγαJθ, la peau est sOche, Ocailleuse avec
tarissement des ま笑rotions sudorales et ま光aαtts。(FπycJο一
μガた 滋 JCαた OZグJたι, in FRANWT)
9) y″η αИ如グπ ηttη:ンc, ∞ rrle fasait plaisP de pmer α艶
jldЁttnis a un besoin qui remontait a la nuit des tempse
(Djian,レ漏 れ, in FRANWT)
これは、この2つの表現が、話 し言葉ではポーズによって、また書き言葉では
コンマによって、文頭に、あるいは文中で遊離された時にのみ見られる現象で、
ポーズやコンマ無しで用いられた場合には様態の副詞として機能する。
10) Clest a oes pttmpations que rlos al170nS eS箋理燿3 de mndre
dans oe petit(λⅣnlc destino au grand public 虔努iru dbtre
infomo ご'attβttαηJンe ganttrてブθ ttαグs cO綱
"J●
姥。
(budon,ια fγ輛 一ηzKχソフηθγた,in FRAN「EXT)
11)On 劉叩elle inertie du 琵盗pteur phot創腱廿ique le flⅨ pour
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lequel le rttxptt repond ご'azηo cθγιαグηθ /αcOη.(Sdla動,
Иttγ
"秒
S々
“
,m FRANTEXT)
このように、一πθηιの副詞 と ご'αη ttИグレθ aヴノ.は、これまで動作
主様態の副詞の場合にのみ交換可能であるとされてきたが、その場合でも常に
交換可能なわけではなく、また、副詞が意味的に動詞にしか係らない場合にお
いても交換可能なことがある。このことから、該当する副詞が動作主様態であ
るのか、動詞にのみ係るのか、といった副詞の機能的な側面のみによって、両
者の共起関係を説明することは難しい。
始めにも示したように、一zθηιの副詞が動詞に係る様態の副詞と分類され
ていても、実際には様態以外の意味を持つとみなされる場合がある。以下では
Guimier(1996)による 一zθηιの副詞の意味的分類 (5)|こ基づいて ご'αηθ
解αηノクγθ αごJ。 との共起関係を検討したい。
なお本稿では、一πθηιの形態が存在しないために用いられる ご'αηθ zα一
ηセγθ αごJ.と文副詞として機能する ご'απ 躍凛:ンcaガノ.は扱わない。
2.ご勧
“
段質:ンc adJi。に置き換えることのできない場合
一πθηιの副詞が文中で以下のような意味を持つとき、一″οηιの副詞 を
ご勧鷺 徹И危聡 aごゴ.で言い換えることはできない。
① ∽田e,sottce,Origineを表すとき
12)La bombe,en prhcipe,ne ttt pas∞loser“εid盛′J― .
(Babille,in Guimier(1996),p。62)
率La bombe, en principe,ne peut pas exploserご'αηθ″αηグ●γθ
αccrごθηιθノJθ.
13)PHorlne ne crott pourtant les lmndarins rougesi assez fos
pour tuer ごOJiレι―  la poule aux olfs di∝。(Ⅳοこ″.の.,
in グbrご.)
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*Persorlne ne croit pourtant les(mandarms rouges)assez fous
pour tuer ご'αη2 綱αη
=シ
θ ごOJグどだ″てむ la poule aux ∝ufs dlor。
14)Jlabdiquais νOノ
“
ι2此石θtt une liber散多qu  mon esprit reven一
diquait◆(Gide, in グbグご.)
*」)畑iquais ご'αηθ zαηiンθ νο′c麗女ブγθ urle liberl踵 que rrlon es―
prit revendiquait.
② rOsultatを表すとき
15)Le policier a bb憑多zびたノノο旅列夕 le rrlanifesねt.(=1)
*Le policier a bb優過 ご'αη παηだ″θ πα′ιθノた le rranifestante
16) Ⅸゝ  lors, ils auront travailtt ναグ7ηz″。(No.鬼attd, in Gui―
mler(1996),pe62)
*Ⅸゝ  lors, ils auront travailに ご'αηθ παη:ンc ναグγβ。
17) 」e lui ai to10phono グηαιグノθzθηι.
率Je lui ai ttktthonO ご ″りθ tηグ″θ ttηzιJic。
③ moyen,instuFlentを表すとき
18)Tout le mOnde a∞mpris que le g∞v… ∞t ne pOma pas
z〃グ滋Jγczαπ       partout o■ des ttaわles wtironte
(ル〃面 c,in Guimけ (1996),pe6 3)
*Tout le monde a oorrlpris que le gouvernement ne poum pas
ご'αηθ zαηグυγθ z〕グノグιαグγθ rOpondre partout oi des troubles
surgironte
19) 」'ai oto soigno psyεんグαιγグσαθzθηι pour dOpression et
alcoolisme。(Ⅳοαν. Obs.,  in グbグご.)
*」bi ёtt so逸押ё ご'ι″κ夕 確 η=ンC 'SyCλFιttγ,単θ pour い ion
et alcoolisme。
20) A vrai dire cet effet d'otoffe n'a rien de spectaculaire ni
rFleFrle d'emphatiqueo H たIxyxl ″αS彦メσαθπ彪烹諺 aux plis tuyau機
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de la blouse bleue,(。)¨.(「0ノOγαπα, in グbグご.)
*(.)¨ H rmd ご'αη2 麓ηノクγθ ρJα5諺グgαθ aux plis tuyautt de
la blouse bleue,(.¨).
④ lieuを表すとき
21) Son 
…
 en otait グηttγグ(uγθπαtt afflttё.
(Flaubert, in グbグご., p.64)
率son Opoux en Otait ご'αηc ηz tηグ″θ 力qttar10“マ afflttc。
22)Des douleth qui∞font sent静ノ∝αθ― 。(Guimier(1996),
pe64)
*Des doul―qui se font sent静ご'απ ηzη:ンcノ∝αθ.
これらの 一解θηιの副詞は、統辞的に動詞に係る様態の副詞として区別さ
れるが、意味の面から見ると、動詞によって表される事行の様態ではなく、そ
れぞれ cause (source, origine), たsultat, moyen (instullent), lieu を
表しているため、ご'αη ttИ″ θ dノ.に置き換えることができないのであ
る。
3。ご'απ ttη危
“
αごノ.による置き換えに一部制約のある場合
一πθηιの副詞が次のような意味を持つとき、ご勧η 躍閉:ンcαごノ。に よ
る置き換えには部分的に制約が生じる。
3-1。tettsを表すとき
Molinier(1990)では、terpsを表す副詞のうち、dur∝や fr6叩帥ceを表
すものは ごθ比暉И /躍И=ンc(グノ.に置き換えることができると指摘され
ている (p。39)。実際、次の様な発話では、一zθηιの副詞を ご'αηθ παηグー
Oγθ αごノ。に置き換えることが可能である。
23) L'objectif n'est plus d'offrir du travail a tous, Irlais de
ど'“
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partagerごαγめ Jθ雁滋 le由o面聯.(髭〃面 C,in Guimier(1996)
p.64)
L'objectif n'est plus d'offrir du travail a tous, rrlais de
partager ご'ι″I〕 zαηグθγθ ごαγ励ノθ le d10mage。
24)La ttbvision tthurnera ″ グ配々αθπ聡就 d s do―m協。(グbだ.)
La樋腱vision eオlumeraごυπ zαηグι″θ夕材グCピi“des do―ents。
しかし、同じ dur∝や fr∞uenceを表す副詞でも、ご'αγβ 鰍凋:ンc(ガノ.
に置き換えることのできないものがある。さらに、時期を表すような副詞も
ご勧
“
躍И:ンcググ。で言い換えることはできない。
25) Il la baisa JOηgαθzθηι a la nuque.(Flaubert, in グbグご.)
*Il la baMご
'αη ttηノンθ Jαttθ a la nuque.
26) Paul va/γιマzttz形名〕ι au c面。(Molinier (1990), p。3 )
*Paul va ご'ι″z〕 確 η
`ン
e /γOgαtt au cm.
27) Paul a fait celaごθγηグOγθzθηι.
*Paul a fait cela ご'ι″Iァ ZИ
「
ゾクγθ αθγη
=ン
c。
¬般に、様態の副詞は、cοz―Pに対する答えとして現れる要素 とみな
されているが、25)-27)の一πθηιの副詞はいずれ も cοz′
“
滋Pに対 す
る答えにはならない。このことからこれらの副詞が様態の副詞でないことは明
らかであり、そもそも様態の副詞でないものを ご勧
“
躍加
`ン
c″ノ。に 置
き換えることは不可能なのである。
従来、tettsを表す副詞は様態の副詞とは区別されて捉えられているが、上
でもみたように、tettsを表す副詞が様態の副詞として機能する場合もあり、
その際には ご勧η ttИjンcαごノ.による言い換えが可能になるのである。
3-2。degrOを表すとき
基本的に、degrOを表す 一πθηιの副詞は 、ご勧
“
躍凋Jンc(ガノ.に置
き換えることはできない。
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28) La frOquence des sOismes a toutefois /Oγιθπθηι augmento
ces derniers mois dans l'archipele(ιθ 〃Oηごθ, in Guimier
(1996),p.64)
*La frOquence des sOismes a toutefois ご'αηθ zαηグOγθ/Oγιθ
aumen樋oes“miers rrlott dans l'証dlipel。
29) 1l a fini par ailmer/αγグοαsοποηι l s blondes。(「ιノι.θbse,
in グbグご.)
*H a fini par airrler ご'αηθ ttαηグOγθ /2zγグθαsθ les blondes.
しかし、degroを表す次の様な 一ηθηιの副詞は、コンマやポーズによっ
て遊離させれば ご'απ ttИグレθ a力.に置 き換えることが可能である。そ
の際に、ご'απ η凋グレθ αごノ。に置き換えられた degrOの表現は、話者に
よる主観的な程度判断の表現 と解釈されるようである。28)、29)では、該当す
る事行の程度は客観的事実であるために、話者の主観的な判断を示す ご'αηθ
zαηグ●γθ αごノ。とは共起 しないのである。
30) L'am度海 a c¨idケめlett acoenttX, sa preslon sur les bas一
tions islarrlistes.(ιθ 〃οηごθ, in グbrご., p。63)
L'a口庄O a acoenttЮ m preslon ar les bastios islamistes, ごθ
綱αη=ンe cansグごιγαわ′θ.
31)Lh phmmme qui 00mpromet gγαπttπ l'in嫌tion des popu―
lations issues de l'ilmΠligratione(ιθ〃οηごθ, in ノbグご。, p64)
Un 由OⅨ】ぼ狛Ю qul compromet, ご'attθ ttαηグ″θ gγ
“
, 1'in接絶ドa―
tion des popuhtios issles de l'imm違獅 tiOne
3-3。mniOreを表すとき
Guimier(1996)では、囮niOreを表すものを、adverbes de m面針e ob―
jectifs (les adverbes qui caractOrisent le verbe de maniOre objective)
と adverbes de maniOre subjectifs (les adverbes de maniore qui exprim―
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ent tte apprOciation subjecti1/e port∝sur l  pro∝s)とに分類 している
(pe61)が、ともに ご'α解 鰍Иグ″θ 配ノ.による言い換 えが可能な例や不
可能な例が存在する。
一 adverbes de maniOre objectifs
32)鋪poitrine aussiわt e mit a haleter γαクグdC続。(Flaubert,
h Guimier(1996),p.61)
& poitrlrle auま3iわt se rrlit a haleter ご'αηθ ttη:ンC γαρ′de.
33) Son voile, qui de son (hapeau dЪoFrIIle desoendait aリノi嚇θπ配
sur ses hanches。(グわグご.)
*Son voile,qui de son mpeau dhomme descendaitご'確ηttηグレθ
ObJグσαθ sur ses hanches。
一 adverbes de maniOre subjectifs
34) Quand papa revenait a temps, il nous aidait ρθγιグηθZzθηι
rrnお ave mpatienoe。(Duhamel, in ル燿。, p.62)
Quand papa revenait a temps, 1l nous aidaitご'αηθ παηグOγθ
″ グー た IInis av∝ mpatienoe。
35) Elle s'Opiait cαγグθzsθzθηι, pour discerner si elle ne
souffrait pas。(Flaubert, in グbノご。, p.61)
?Elle s'фiait ご'“旺〕im"1:ンc げ グ〔Lsθ, pOur dlsorner si elle
ne souffrait pas.
一πθηιの副詞が mmioreを表す場合の使用例を観察すると、ご'αηθ zα一
ηグクγθ αごノ.のイ吏用に制約が生 じるのは mimierが示 しているような IIn―
niOreのタイプによるのではなく、degrOを表す場合 と同様に、表される Ila―
niOreが客観的に捉えられるものなのか、あるいは話者による判断に基づくも
のなのかによるようだ。つまり、一zθηιの副詞によって示 される様態が客観
的事実として捉えられるときには ご勧聡 躍И:ンc″ノ。に置 き換 えるこ と
はできず、反対にその様態が話者によって主観的に捉えられた様態であるとき
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しこは ご'αttβ ttИ:ンedノ。に置き換えることができるのである。
33)では、話者が自らの判断によって めノ々αθれ  と捉えているのでは
なく、その様態はあくまでも客観的に捉えられたものであるために ご'αηθ
段η″ θ αな に置き換えることはできない。また35)では、"γグaりχ と
判断しているのは動作主体の θノノθ であると解釈でき、その事柄全体を客観
的事実として描写しているのに対して、ごし惚 躍И危
“ "γ
グω能 を用いた
場合、その事行を αγlimχ だと判断しているのは話者自身であると解釈さ
れる。このため、35)では α″グatta″滋 と ご'α
`“
躍zηノarθ αzγグaysθは
等イ面ではない。
これに対して32)や34)では、示された様態が話者による判断によるものと
も、客観的事実の描写とも解釈することができるため、ご'α
`聡
躍И:ンc(グノ.
に置き換えることが可能なのである。
以下の例も同様に説明することができる。
36) 」ean Ocoute sOグgηθ
“
sθπθηι Ce qu'ene dit。
??」ean mte ご'α ηttηゴンe Soグgη究だじ oe qublle dit.
37) 」ean respire ごノ//グcグJθπθηι。
*」ean rew旋 ご包π 綱"7=ンc ごiffricグた.
38)La m tt reardait″グ s― m petite filb鮨
pres de ll∽u。 (Guimむ(1996),p.70)
La」eune mOre regardaitご'αηθ:"αηノクγθ αηχグθαSθ sa petite
fille jouer pros de l'eau.
39) 」ean Ocrit Jグs/bノθπθηι son nom.
Jean∝ritご′′η ― Jンc′なわた son rlorn.
36)、37)でしま、Jθαη が sOligasれ、 ごlif/たグ―  と半1断している
のであって、話者はその様態を客観的事実としてしか捉えることができない。
反対に、38)、39)では、表された様態が客観的事実の描写とも、話者による
判断とも解釈されうるため、ご勧
“
躍И
`ン
e dJ.による置き換えが可能に
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なるのである。
4。 まとめ
このように、ご勧
“
躍第
`ン
cαごノ.の使用は、一解θηιの副詞が表す意味
内容によって制約を受けることがわかった。
一zθηιの日1言司が muse (source, origine), rOsultat, moyen (instru―
Illmt),lieuを意味するとき、これらの 一zθηιの副詞 を ご'αηθ παηノクγθ
αごブ.に置き換えることはできない。また、telnpsを表す副詞も、それが
cο″形滋Pに対する答えになるような要素でなければ ご勧
“
 鰍娩グarθ 4月J.
に置き1換えることはできない。これに対tて、一zθηιの副言司が degrOやma一
niOreを表す場合には、それが客観的事実を描写しているのか、話者による主
観的判断によるのかによって ご勧聡 鰍И:ンcグJ.の使用に制約が生 じる
のである。
今回は 一Zθηιの副詞の意味による分類を Guimier(1996)|こ頼ったが、
一zθηιの副詞の表す意味は取り上げた7種類だけなのか、また、telnpsを表
す副詞のように性質の異なるものを同じ項目の中で扱うことは妥当であるか、
などの問題に関しては、本稿では触れなかった。
また、ご'″η zηノンθ fi呻りαガ。と 虎 物鷹グ″θ fi呻り配ノ.の
区別をせずに論じてきたが、両者が等価で用いられているわけではないようで
ある。これらの問題点については、いずれ稿をあらためて論じることにしたい。
注
(1)Nolke(1990)、青井 (1996a)参照。
(2)躍η:ンc や ノασοη を伴った様態を表す副詞的表現には、これ以外
|こ ご勧
“
比暉И ″グ"虎躍凋危κ ″J"虎=…″ノ.などがある
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′2r`αJJi.の使用上の制約について
が、本稿ではこれらをまとめて ご'α解 鰍Иグレθ αごノ.で表す。
(3)“adv.de mniOre orientO vers le sujet"は「主語指向の副詞」とも
呼ばれるようであるが、本稿では青井 (1996b,p。76)の訳語にならった。
(4) Gary―P ieu『 (1982), p。19, Guimier (1996), p.60 参閾Q。
(5)Guimier(1996)では動作様態の副詞を mmiore,cause(sowce,ori―
gine), r∝ultat, moyen (instrulllent), degro, temps, lieu の7つしこ
分類している (ppe 59-65)。
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